


















短母音音素は，標準語の同じで /i/, /u/, /e/, /o/, /a/ の 5 つである。/u/, /o/は円唇母音で，/u/
は基本母音の[u]よりも中央寄りである。標準語に対応する/i/と/e/，/u/と/o/は白峰でも音韻的
対立があり，区別される。
長母音音素は /iː/, /uː/, /eː/, /oː/, /aː/ の 5 つであり，調音的には短母音と同じである。白峰
本来の語（/meː/「目」，/toː/「十」，/heː/「稗」，/hjaː/ [çaː]「灰」などの 1 音節語を除くもの）
では，長母音が語末に立つものは少数である。
表１ 短母音体系   表２ 長母音体系
Front Back
High i u 
Mid e o 
Low a
語例
/i/ /ita/ [ita]「板」 /kai/ [kai]「貝」  
/u/ /uta/ [uta]「歌」 /kau/ [kau]「飼う」
/e/ /eto/ [eto]「干支」 /kae/ [kae]「飼え」
/o/ /oto/ [oto]「音」 /iome/ [iome]「魚」

















 子音音素は / p, b, m, t, d, n, s, z, r, k, ɡ, ŋ, ɴ, h, w, j / の 16 種類である。表３に子音体系と異
音を示す。
 表３ 子音体系
  両唇 歯茎・硬口蓋 軟口蓋 声門 
破裂 無声 p [p] t [t, tˢ~ʦ, tɕ] k [k]
 有声 b [b] d [d] ɡ [ɡ]
鼻音  m [m] n [n] ŋ [ŋ] ɴ [ɴ, n, m, ŋ]
摩擦 無声 s [θ~s, ɕ] h [h, ɸ, ç] 
 有声 z [ð~z~ʣ, ʑ~ʥ] 
はじき  r [ɾ] 




[tˢu], /ti/ [tɕi]の他に /tja/ [tɕa]等としておく。以下の形容詞の例では，「固い，重たい」の交替








・/sa, so/, /za, zo/ の子音は，[s], [z]のほか，歯(茎)摩擦音[θ], [ð]で発音されることがある
（/sakana/ [θakana]「魚」, /aza/ [aða]「痣」）。
・/si/, /zi/ の子音は，歯茎硬口蓋摩擦音の [ɕi], [ʑi] (/sizimi/ [ɕiʑimi] 「蜆」)である。
・/se/, /ze/ の子音は，著しい口蓋化は見られないが，[sʲe], [zʲe]も聞くことがある。
・/tu/の子音は，現代では破擦音の[ʦu]で現れるが，古い世代ほど摩擦性の少ない破擦音 [tˢu] 
で発音される(/tuba/ [tˢuba] 「唾」，岩井隆盛 1959)。










・日本海沿岸地域に広く見られる唇音化した軟口蓋音[kʷ], [ɡʷ]は見られない(/kasi/ [kaɕi] 「菓




・/ɴ /が語頭に現れる。ただし次に続く音素が/n, m/の場合だけである。音声的には，2 モーラ






(preO) (O) (G) N (Co) 
preO = /ɴ, p/，O = /p, t, k, s, b, d, g, z, m, n, ŋ, r/，G = /j/，
N = /i, u, e, o, a/，/iː, uː, eː, oː, aː/， Co = /ɴ/，/p, t, k, s/, /b, d, z, r/











・語中に音節の「尾」coda があった場合，次の音節の onset とともに音声的な重子音, いわゆ
る「促音」を形成する。これは多くの方言で共通する現象である。
・有声子音の重子音は/zz/, /dd/, /rr/がある。/zz/ は，/kozzo/ [koddzo] 「去年」が見つかってい
るだけである（/koozo/ [kooðo]もある）。/dd/や/rr/の重子音は，歴史的には /ri, re/が後続子音
に変化して生じたものである。/hadde/（< *haride） 「針仕事」, /warra/ （< *warera）「おま
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O=/z/， N=/i, u, e, o, a/ 
/zi/ /ziro/ [ʥiɾo]「囲炉裏」  
/zu/ /zubame/ [ðubame]「桑の実」  
/ze/ /zeɴ/ [dzeɴ]「銭」  
/zo/ /zo/ [ðo]「ぞ」（終助詞）
/za/ /zasiki/ [ðaɕiki]「座敷」
O=/t/， N=/i, u, e, o, a/ 
/ti/ /tikara/ [tɕikaɾa]「力」  
/tu/ /tume/ [tˢume]「爪」  
/te/ /teppo/ [teppo]「鉄砲」 
/to/ /toko/ [toko]「床」
/ta/ /tani/ [tanʲi]「谷」
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なものであろう（標準語: /usaŋi/「兎」, /ukeou/「請け負う」 vs. 白峰: /osaŋime/, /okeoː/ ）。
また，/i/と/u/に関して，標準語の/mi/と/mu/, /ni/と/nu/が紛れることがあるが，これも語彙的
なものであろう（標準語: /mise/「店」, /musiro/「筵」，/niŋeru/「逃げる」vs. 白峰: /muse/, /misiro/, 
/nuŋeru/）。
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